
 

1 

池袋キャンパス AVサポート 

 

1. 概要 

2022 年４月は大学の活動制限指針がレベル１でスタートし、基本的には授業は対面

型が推奨され、AV 機器の利用はコロナ禍前並みに戻った。ただし、入国できない留学

生や配慮を要する学生への対応は必須であったため、対面とオンラインでのミックス

型での利用が多かった。これに伴い、機器貸出、サポート状況ともにコロナ禍以前の

件数に戻り、特に学期初めはサポート対応に追われた。 

年度の後半は講演会などのイベントが増加し、さらに次年度に使用するコンテンツ

用の撮影などサポート内容は多岐にわたる一年となった。 

 

2. 利用状況 

(1). AV機器貸し出し状況 

対面授業の増加に伴い、機器の貸し出しは前年度より約 50％増えた。月平均は

春学期期間で約 320 件、秋学期期間約 260 件であった。月別では４、10、１月が

ほぼ同数であった以外は前年度を上回った。 

貸し出しが多い順にノート PC、Web カメラ、ビデオカメラ、スピーカーフォン

とミックス型に必要な機器で、次に Mac アダプタ、ワイヤレスマウスなど教室で

使用する機器であった。中でも Mac アダプタは PC の持込が増えたため需要が増

え、在庫を増やしての対応となった。また、対面でもマスク着用が義務付けられ

たため、マイクの利用が多くなり、マイク設備のない教室でのポータブルマイク

アンプの貸し出し需要が伸びた。 

 

 

 

表 1：機器貸し出し数（月別・３期比較） 
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図 1：機器貸し出し数（月別・３期比較） 

図 2：機器別貸し出し数（３期比較） 
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(2). サポート状況 

① 総合 

サポート総数は前年度の約２倍となった。設置サポートは対面型とミック

ス型がほぼ同数であった。機器トラブルの内訳には再現しないものや調整で

解消するものも含まれるため件数自体は多いが、機器交換など重大なトラブ

ルは 1/6程度であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 2：サポート内容別サポート件数（３期比較） 

図 3：サポート内容別サポート件数（３期比較） 
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② 月別 

すべての月で前年度を上回ったが、特に４月が多く、使用説明、設置、操

作ミスと利用者に起因するサポートは年間の 23％を占めた。５月になって減

少はしたものの、例年に比べて減少率は低く、授業期間中は春学期が約200～

330件、秋学期が約 130～300件であった。 

  

 

 

 

 

 

  

表 3：サポート内容別サポート件数（月別・３期比較） 

図 4：サポート内容別サポート件数（月別・３期比較） 
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授業と授業外では春学期は 70％以上が授業サポートであったのに対し、秋

学期は 60％程度と、授業外のサポートも増えた。 

 

 

 

 
 

 

  

表 4：授業・授業外別サポート件数（月別・３期比較） 

図 5：授業・授業外別サポート件数（月別・３期比較） 



 

6 

③ 機器別 

機器トラブル以外の対応でサポートが多かったのは順にプロジェクター、

操作卓、Zoom、ワイヤレスマイクであり、対面授業になったことで教室の機

器のサポートが多かったことを表している。 

PC のサポートも増えており、常設、配信用、持ち込み、Mac を合計する

と、1815 件にのぼった。オンライン対応では Zoom の設定サポートが前年度

からさらに増加したが、スピーカーフォン（YVC-330、CS-700）、Web カメ

ラ、Meetは前年度並みであった。 

 

 

 

 

 

  

表 5：機器別サポート件数（３期比較） 

図 6：機器別サポート件数（３期比較） 
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④ 教室 AVタイプ別 

操作卓型教室でのサポートが対面型、ミックス型双方において突出してい

た。教室数は全体の 13％に満たないが、全サポートの 48.4％、機器トラブル

以外では 51.4％を占めるに至った。ミックス型の実施にあたっては、ほぼサ

ポートが必要とされた。また、サポート件数では「その他」に分類した教室

以外の会議室等でのサポート件数が操作卓型教室に次いで多かった。授業だ

けでなく会議やイベントもミックス型での開催が行われるようになったこと

と、教室以外の部屋ではミックス型の機材が常設されていないケースがある

ため、サポートが求められた。 

機材トラブルは操作卓型が38.7％であったのに続き、AVラック型が25.9％

であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

表 7：サポート内容別サポート件数 表 6：授業形態別サポート件数  

表 8：教室 AVタイプ内訳 

図 7：教室 AVタイプ別サポート件数（授業形態別・サポート内容別） 

（教室 AVタイプ別） （教室 AVタイプ別） 
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⑤ 機器トラブル 

教室利用の復活に伴い、トラブル対応も増加した。その約 1/2 は再現なし

か、その場の対応で解消するものであった。 

  一方で 2012年以前に導入した機器では深刻な障害が発生した。 

影響度が大きかったトラブルは以下となる。 

 

a. AB01教室：左サブプロジェクター（Panasonic PT-DZ8700） 

起動しなくなった。次期改修までメイン、右サブの２台で運用するこ

ととなった。 

b. ５号館、６号館の 2012年導入の教室：プロジェクター（Panasonic PT-EZ570） 

起動はするが入力ソースを映し出せない状態が度々発生した。原因は

不明であるが、プロジェクター本体の電源抜き差しで復旧した。 

c. M301、M302 教室：サブプロジェクター（SONY VPL-FH500L） 

画面が青くなる事象が発生した。メーカーでの修理で復旧した。 

d. A202教室：タッチパネル 

システム起動に連動して起動しなくなる事象が発生した。メーカーに

よるタッチパネル入替まで毎朝手動により起動する。 

e. ９号館大教室：スクリーン 

モーター不良により降下しなくなった。メーカー修理にて復旧した。 

f. 7101、MB01教室：ラインアレースピーカー（EAW DSA250) 

時々ノイズが生じた。メーカー持ち帰りでファームアップを実施した。 

g. 1101教室：スクリーン 

モーターの巻き上げ不良により、しわが寄った。スクリーン本体の交

換を行った。 

 

持ち込み PC が増え、スクリーンに投影する HDMI ケーブルに関するトラブ

ルが多発した。主に断線や接続部の破損であった。 

また HDMI ケーブルだけでなく、配信用 USB ケーブルや AC 電源なども抜か

れたまま放置され、次の利用者が配信できなかったり、充電不足で PCが起動

しなかったりというトラブルも多く発生した。 
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表 9：トラブル内容別件数（３期比較） 

図 8：トラブル内容別件数（３期比較） 
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(3).システム利用状況 

① システム 

対面授業の復活とともに教室システムの利用時間も激増した。プロジェク

ターの使用ソースとしては HDMIが最も多い。教室常設 PCが HDMI入力である

ことと、HDMI接続可能な PCの持ち込みが増えたことが要因となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 10：システム稼働時間（月別・３期比較） 

図 9：システム稼働時間（３期比較） 図 10：システム稼働時間（月別・３期比較） 

図 11：プロジェクター稼働時間（月別・３期比較） 
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② 収録配信実績 

オンデマンド対応のため、授業の収録依頼が前年の４倍強に増えた。近年

は Zoomや YouTubeでも手軽に配信できるようになったため、遠隔講義システ

ムの利用はなくなった。 

一方で、授業では欠席した学生に見せるための mediasite による収録依頼

が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 11：録画方式別収録件数（３期比較） 

図 12：録画方式別収録件数（３期比較） 
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(4). ダビング 

春学期はオンデマンド型に対応するため授業での録画依頼が多かったが、秋学

期はキャリアセンターやイベントでの収録が復活して授業外の割合が増えた。 

① 作成数 

 

 

 

 

 

  

表 12：ダビング作成数（月別・３期比較） 

図 13：ダビング作成数（月別・３期比較） 
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表 13：ソース別ダビング作成数（３期比較） 

図 14：ソース別ダビング作成数（３期比較） 
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(5). 2022年度にサポートを行った主な行事 

入学式、学位授与式をはじめ、ほとんどの行事がミックス型で行われたため、

YouTubeや Zoomウェビナーによる配信サポートが多かった。 

 

 

 

表 14：サポートを行った主な行事一覧 
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(6). 動画作成 

 2022年度に作成した主な動画コンテンツは以下のとおりである。 

コロナ禍でのオンライン配信をきっかけに、他部署からの動画作成の依頼は多

岐にわたるようになった。 

 

  

表 15：動画作成一覧 
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3. 2022年度のまとめ 

2022 年度は対面授業が基本となったが、未入国の学生や配慮の必要な学生も一定数

いたため必然的にミックス型となることが多かった。すべての教室でミックス型がで

きるように機器は準備されているが、実際のオペレーションとなると利用者自身の理解

と習熟度がかかわってくるため、サポートに時間を要した。中でも授業開始の４月～

５月、９月～10月は例年以上のサポート依頼に対応することとなった。 

コロナの状況は一進一退であったが、定期試験やイベントの多くが対面型に戻り、

教室利用も増えていった。そのような状況で前年度まであまり稼働していなかった機

器類が一斉に稼働することになり、機材トラブルが増えた。すでにメーカーの保守期

間を過ぎた機器も多く、そのような機器で影響度の高い深刻な状態に陥った。 

次年度以降も授業やイベントは対面での実施が基本となる見通しであるが、コロナ

禍で新たに取り入れられた YouTubeやウェビナーによる配信は今後もイベント等で活用

され、ミックス型が新しいスタンダードとなりそうである。利用者側もより高度な使

い方を希望されるため、機器の更新とともにサポート側の知識も更にブラッシュアップ

していきたい。 


